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委
員

会
評

価
の

↑
↓

評
価
に
お
け
る
主
な
指
摘
事
項

＊
小
項
目
順
に
記
載

【
対
象
：
R２

年
度
(2
02
0年

度
版
)】

法
人
の
業
務
運
営
等
へ
の
反
映
状
況
（
R３

年
度
）

自
己

評
価

R３
年

度

大
項
目

1
17

ｃ

（
学
生
の
英
語
力
の
向
上
）

　
TO
E
IC
の
点
数
の
底
上
げ
な
ど
は
、
他
大
学
と
の
比
較
に
お
い
て

優
っ
て
い
る
点
は
評
価
す
る
。
た
だ
し
、
３
年
連
続
で
目
標
値
を
達

成
し
て
お
ら
ず
、
中
期
計
画
の
目
標
達
成
に
向
け
て
、
各
小
項
目
に

お
け
る
英
語
力
向
上
の
取
組
み
の
見
直
し
を
含
め
た
抜
本
的
な
対
策

を
と
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
取
組
み
は
県
立
大
学
の

特
長
の
一
つ
で
も
あ
り
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
２
年
次
の
23
9人

の
学
生
が
２
月
に
TO
EI
Cを

オ
ン
ラ
イ
ン
で
受
験

し
、
60
0点

以
上
の
割
合
は
55
.7
％
(初

年
度
：
46
.0
％
)、

平
均
点
に

つ
い
て
は
61
2点

(初
年
度
：
56
0点

)と
、
こ
れ
ま
で
で
最
も
高
く
な
っ

た
。
60
0点

以
上
の
学
生
の
割
合
は
、
入
学
時
の
14
.7
％
か
ら
大
き
く

増
加
、
平
均
点
に
つ
い
て
も
、
入
学
時
の
50
8点

か
ら
10
4点

向
上
し

た
。

　
目
標
達
成
に
つ
い
て
は
、
１
・
２
年
次
で
の
英
語
集
中
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
着
実
な
実
施
の
ほ
か
、
令
和
２
年
度
ま
で
の
TO
EI
Cの

結
果
を
教
員

間
で
共
有
し
、
各
科
目
に
お
い
て
授
業
改
善
を
行
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
の
検
証
か
ら
、
令
和
４
年
度
以
降
の
新
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
健
康
発
達
学
部
の
２
年
次
に
ネ

イ
テ
ィ
ブ
教
員
の
担
当
科
目
を
新
た
に
設
定
し
た
。

ｃ

※
評
価
委
員
会
評
価
が
s、

a、
b、

c、
d

の
評
価
の
う
ち
、
ｂ
（
概
ね
達
成
）
以

下
の
評
価
項
目
（
小
項
目
）
に
対
す
る

反
映
状
況
を
掲
載

評
価
結
果
反
映
状
況
一
覧

【
令
和
２
(2
02
0)
年
度
版
】

評
価
項
目
（
全
体
評
価
・
大
項
目
・
小

項
目
）

　
　
小
項
目
　
評
価
委
員
会
の
評
価
が
ｂ
又
は
ｃ
で
あ
っ
た
項
目
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3
24

b

（
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
用
い
た
成
績
評
価
）

　
Ｇ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
て
学
生
の
成
績
評
価
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
を
授
業
内
容
や
授
業
方
法
等
の
改
善
に
つ
な
げ
る
よ
う
、
更

に
取
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
複
数
教
員
が
担
当
す
る
「
発
信
力
ゼ
ミ
」
で
は
、
令
和
２
年
度
に
構

築
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
評
価
基
準
）
を
活
用
し
、
担
当
教
員
間
で
の

認
識
共
有
を
行
う
な
ど
、
授
業
評
価
の
公
平
性
を
図
っ
た
。

　
今
後
は
Ｇ
Ｐ
Ａ
の
分
布
の
検
証
や
課
題
の
整
理
な
ど
を
行
っ
て
い
く

予
定
。

ｂ

5
50

ｃ

（
科
研
費
の
申
請
率
、
採
択
）

　
長
野
県
立
大
学
で
は
、
地
域
の
産
業
や
文
化
に
基
盤
を
置
く
基
礎

的
な
研
究
の
実
施
を
研
究
目
的
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
科
学

研
究
費
の
新
規
申
請
率
は
他
大
学
と
比
べ
て
遜
色
は
な
い
も
の
の
、

新
規
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
例
え
ば
基
盤
Ａ
研
究
や
基
盤
Ｂ
研
究
の

様
に
、
総
合
的
で
大
規
模
な
基
盤
研
究
の
獲
得
を
大
学
一
体
と
な
っ

て
目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
本
学
教
員
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
科
研
費
の
採
択
率
は
42
％

（
新
規
申
請
者
数
：
12
人
、
採
択
：
５
件
）
と
、
全
国
平
均
(3
0％

弱
)

と
比
較
す
る
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
３
年
度
の
本
学
教
員
が
研
究
代
表
者
と
な
っ
て
い
る
科

研
費
の
件
数
は
20
件
(う

ち
基
盤
Ｂ
研
究
は
１
件
)、

分
担
者
と
し
て
は

21
件
(う

ち
基
盤
Ｂ
研
究
は
４
件
)の

研
究
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
６
件

の
受
託
研
究
を
行
う
な
ど
、
外
部
資
金
の
獲
得
と
し
て
は
一
定
の
成
果

を
あ
げ
て
い
る
。

　
科
研
費
申
請
・
採
択
の
促
進
策
と
し
て
、
名
古
屋
市
立
大
学
の
郡
健

二
郎
学
長
よ
る
、
申
請
書
の
書
き
方
に
関
す
る
FD
研
修
を
実
施
（
７

月
，
48
名
受
講
）
し
た
。

ｃ

大
項
目

11
90

↓
ｂ

（
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
）

　
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
に
よ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
実
施
で
き
な

か
っ
た
点
は
考
慮
す
る
が
、
様
々
な
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
り
重
要
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
に
よ
る
代
替
措
置
等

も
活
用
し
、
対
策
を
推
進
さ
れ
た
い
。
令
和
２
年
度
は
、
教
職
員
向

け
研
修
や
相
談
員
向
け
研
修
等
の
啓
発
・
教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
法
人
の
自
己
評
価
よ
り
低
い
b評

価
と
し
た
。

　
常
勤
の
教
職
員
（
有
期
の
事
務
職
員
含
む
）
を
対
象
に
オ
ン
デ
マ
ン

ド
に
よ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
を
３
月
に
実
施
し
た
。
（
受
講
者
75

名
）

a

　
小
項
目
　
自
己
点
検
・
評
価
よ
り
評
価
を
下
げ
た
項
目
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